







































































































































































































































































































く rゴージャスにしたいj r気軽にワイワイしたいjとい 
う漠然としたスタイルを希望されるゲストはいるが、こ 
ういったしっかりとしたこだわりテーマのポイントを決 
めることで、しっかりと軸をおいて今後の打ち合わ 
せができそう,照明もオレンジ系,自然を感じる緑 
溢れる雰囲気で挙式、参列者の服装はシンブル 
で•••など、随所に屑肘はるような雰囲気のパーテ 
ィではなく自然に■.■というテーマのこだわりが見え 
る。
令ドレスデザインが衿元や長袖というデザインが新婦 
の淸楚さを彷彿とさせるeレトロな雰囲気で開場に 
もよく合いそう。
<評価>
F.Mさんのプランは自身の大好きな『ジブリの世 
界』が表現されている。教会は深い森の中の小さな 
教会をイメージしており,木材をふんだんに使用し 
た木造タイプで、教会内部にも大きな木の鉢植えを 
いくつもセッティングし教会の中に森を再現すると 
している。アンテイークなパイプオルガンの演奏で 
厳かに新郎新婦が入場してくるという設定はまるで 
物語〇のようで,F_Mさんの強いこだわりが感じられ 
る。
披媒宴会場もナチュラルなウッドタイプのレスト 
ランを選び,そこにも大きな木の鉢植えを沢山セッ 
ティングし、トトロの森を再現するとのことである。 
2011年にイギリスのウィリアム王子とケイト•ミド 
ルトンさんがウェストミンスター寺院で華式したが、 
祭埴へ進む艮いバージンロードの両側には多くの樹 
木が配された。このように教会の中にも樹木など自 
然をふんだんに取り込む提案む今後人気を呼びそう 
である。
またF、Mさんのジブリを再現する結婚式のように、 
自分の好きなアニメや映画のヒロインに変身できる 
披®窠というのも今後の新しい提案といえる。
4.まとめと今後の課題
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本授業受講生のオリジナルプランをウヱディング 
プランナーに提案し感想をうかったが、学生が提案 
したプランには、ピュアな心と夢がたくさん詰まっ 
ていた、当然学生のプランはプロのプランナーに比 
べると未熟で完成度も低く、知織や経験はプランナ 
一の足元にも及ばない。しかし、そんな学生だから 
こそ「こんな演出は費用的に無理だろうなjとかrゲ 
ストの親族にはどう思われるだろうjといった心配 
をよそに、とにかく 「夢を形にしたい！」という思 
い切った提案ができたところが、逆によかったので 
はないかと考える。
また神戸メリケンパークオリエントホテルの内匠 
陽子(たくみようこ)氏より,『式場選びをする新郎 
新婦の相談内容の一番は費用,ホテルのウヱディン 
グプランナーという立場では、新郎新婦の現実的な 
悩み(出費や出席者など)の解消が第一優先となり、 
お金の話から入ることが大丰。
またチャペルや披破宴会場を紹介する時にも,先 
ずは写真を見せて说明。これは時間的ロスを無くす 
ため。どうしても事務的な説明となってしまい,誠 
意や暖かみはなかなか伝わらない。
このようなプランをまとめたものがあれば、どこ 
の会場にしようか迷っている新郎新婦にも単なるノ、 
ード面を見比べるのではなく,夢や憧れを形にでき 
るウエディングプランを紹介し,暧かみのある接客 
ができる。我々プランナー自身もこのような手づく 
りのプランを作り、お客様に見て頂いてはどうかと 
検討しているところ。私たちが新郎新婦に提案する 
ことは、ビジネスとしての「作菜Jになっていたが, 
この心のこもった「ひと手間」が大切だと学生さん 
のピュアな気持ち(作品)に気づかされました』と 
いう貴重な意見を頂いた。若者の感性に触れ,また 
若者の生の意見を闋くことができ,今後のプランナ 
一としての仕事にも活かせるアィデアを学生の提案 
から感じて頂けたようで非常に有意義な試みであっ 
たと感じる。
学生たちも普段なかなか足を踏み入れる機会のな 
い結婚式の現場を見学し,結婚式というものは多く 
の専門分野から、また多くの人々の協力によって成 
り立っているということを理解することができた。
このような点から少しではある於' 産学述携の成 
果を感じることができた,
また学生へのフィードバックとして,ホテルのプ 
ランナーの方からの感想をプリントし、各自に配布 
した。実際に現場で結婚式をブロデュースしていS 
プロのプランナーの方々からの意見は,学生たちに 
とっても大きな自信や励みになったようである。し 
かし,授業最終日の7月21日に提出したプランをホ 
テルのプランナーの方に見て頂いたのは夏期休暇中 
で、学生へ評価をフィードバックしたのは後期授業 
が始まってからであったfl後期は本授装がないため 
もっと早くに評価の内容を聞きたかったとの声も一 
部の学生からはあった。
半期授業の場合、作品の提出が嚴終授業という場 
合も多いと思われ、学生にとってはできるだけ早く 
評価を聞きたいというのももっともであり,今後の 
検討課題としていきたい。
5.謝辞
本授業は多くの方々の協力を得て実施することが 
できた。リレー授業を担当して下さった森下&代子 
講師、石野光洋講師、ブライダル施設見学を快くお 
受け下さり,学生のプランについて多くの感想を閒 
かせて下さった神戸メリケンバークオリエントホテ 
ルの内匠陽子氏をはじめ,ウヱディングプランナー 
の皆様に厚くお礼申し上げます。
<リレー授業の風景>
ブライダルフラワー(ウエディングブーケ)
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ブライダルフード(ウエディングケーキのデコレーシヨン)
ブライダルビューティ(ハンドパック)
プライダル施投見学(神戸;IリケンA'-讨リIン？ル木于ル)
ピアスーバーパイザーからのコメント>
学生の年代にとって関心の髙いブライダルの知識 
を專門的かつ総合的に学び、さらにウヱディングプ 
ランをまとめ、実際にこの仕弃に携わる方の評価を 
受けるところまでを講義;こ盛り込んだ実践は圆期的 
で、学生にとって将架の就職までイメージできる講 
苒の報告である。紹介されたプロの文章からもブラ 
イダル産業に真剣に取り組む若者の姿が見え,新し 
い職埔紹介でもある。
本報告は学生が強い興味を持って取り組み職業観 
を具体的に持てる点が意義深く、参考としたい,
(担当：児®教育学科三木麻子)
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